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チナは、ひとりで ねるれんしゅうを しています。
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（となりに、だれもいないの、さみしいなあ）

よこをむいたり、うえをむいたり。

ねがえりを なんどうっても、ねむれません。

3

くらいおへやに、ひとりきり。

（いま、カーテンが ゆれたかも？！）

おばけ！　

チナは、ベッドを とびだしました。
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「ママー、こわいようー、さみしいよー！｣

チナは、わんわんなきます。

パパはやさしく、

「おやおや、きょうは いっしょにねよう」

と、チナのせなかを、なでました。

それからチナは、またママとパパと 

いっしょに、ねるようになりました。
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「まだ、はやかったのかしらねえ」

ママは、おばあちゃんに、でんわで はなしました。

「だいじょうぶ、いいものを おくってあげるよ」

おばあちゃんは、ふっふっふと わらいました。

さて、すぐに、おばあちゃんから、

大
おお

きなはこが おくられてきました。

「なあに、なあに？」

チナは、わくわく。
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まあ、かわいい。
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ハミガッキーを、すっかり きにいったチナ。

ベッドに ねかせて、いっしょに ねむります。

となりに ハミガッキーがいれば、さみしくないよ。

こわくないよ。
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「チーナちゃん」

こえがしたので、チナはめをさましました。

「ハミガッキー、どうしたの？」

ねむいめをこすり、たずねると、

ハミガッキーは いいました。
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「チナちゃん、ひとりでねられたね。よかった！」

「ひとりじゃないよ、ハミガッキーが いっしょだもん。

ありがとう！」

「えへへ」

ハミガッキーは、うれしそうです。
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「ぼく、おばあちゃんから、ふたつのことを、

たのまれてきたんだ」

「ふたつ？」

チナは、かんがえました。

ひとつは、ひとりでねられるように。

ふたつめは？

「チナちゃんが、けんこうに すごせるように、

みまもるためだよ」

「けんこう？」

「歯
は

みがき、ていねいに、ちゃんとしてる？」

たずねられて、チナは、どきっとしました。

15



16

よる、ママには「歯
は

みがきしたよ」といっても、

ほんとうは、めんどくさくて、

さぼったことがあります。
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あさは、ねぼうして、あわてていると、

ササッと、やっておしまい。

ていねいには、できていません。

ハミガッキーは、かなしいかおを しています。

チナは、つぶやきました。

「むし歯
ば

は、ないもん」
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「むし歯
ば

だけじゃないんだからね！」

ハミガッキーが、こえを大
おお

きくします。

くちのなかには、むし歯
ば

きんのほかにも

バイキンが、いっぱい。
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バイキンのせいで、かぜにかかったり、

ねつがでることもあるのです。
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バイキンたちを、おいだすために、

歯
は

みがきは、とってもたいせつ！

「わかってくれた？」

ハミガッキーがたずねると、チナはうなずきました。

「うん、ちゃんとていねいに、歯
は

みがきするね！」
おわり



チナちゃん、シーラントを

歯
は

にぬると、むし歯
ば

を

ふせぐことができるよ。

でも、けんこうに

すごせるように、

歯
は

みがきもちゃんとしようね。

はーい




